
耳鼻咽喉科・頭頸部外科：専門医教育プログラム



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

☑

☑

耳鼻咽喉科医に必要とされるほぼ全ての手技が経験できる

専門医取得に必要な手術症例数の執刀経験が可能！

☑ 耳鼻咽喉科専門医３名・指導医2名と充実した診療科体制！

☑ 頭頸部がん指導医が在籍（愛知県内大学病院以外では5施設のみ）

☑ 耳鼻咽喉科疾患のうち、幅広い領域の診療を実施している。

（耳科・鼻科・口腔咽頭・音声・嚥下・頭頸部腫瘍・神経耳科）

診療科の特徴



症例数

☑ 頭頸部がん症例数

☑ 頭頸部腫瘍手術症例数

愛知県 第14位

愛知県 第6位

☑ 中耳手術症例数 愛知県 第7位

☑ 耳鼻咽喉科患者数 愛知県 第6位

症例数



耳鼻咽喉科・頭頸部外科

手術件数(手術室） 781件 （440例）／ 2023年

耳科手術 102件

鼓膜形成術 10件

その他 15件

鼓室形成術 30件

乳突削開術 17件

鼓膜チューブ留置術 30件

鼻・副鼻腔手術 315件

手術実績

内視鏡下副鼻腔手術 142件

鼻中隔矯正術 65件

粘膜下下鼻甲介骨切除術 89件

その他 19件

口腔・咽頭手術 213件

口蓋扁桃摘出術 162件

アデノイド切除術 37件

その他 14件

喉頭手術 20件

声帯ポリープ切除術 9件

喉頭腫瘍摘出術 3件

喉頭形成術 1件

嚥下改善・防止術 １件

頭頸部手術 92件

舌下腺腫瘍切除術 ２件

耳下腺腫瘍摘出術 1７件

顎下腺摘出術 ５件

甲状腺悪性腫瘍手術 ６件

鏡視下咽頭悪性腫瘍切除術 ３件

下咽･喉頭悪性腫瘍手術 １件

その他良性腫瘍摘出術 28件

頸部廓清術 13件
その他 39件

その他 39件
その他悪性腫瘍摘出術 9件

甲状腺腫瘍切除術 ８件

その他 67件

症例数



専攻医の経験症例

入院症例数 執刀数 助手件数

200例／年 100例／年 110例／年
手術症例 100例
感染症 50例
めまい・難聴 20例
悪性腫瘍治療 8 例
検査など 22例

耳科手術 10例
鼻科手術 40例
咽頭手術 30例
喉頭手術 5例
頭頸部手術 15例

耳科手術 15例
鼻科手術 20例
咽頭手術 15例
喉頭手術 5例
頭頸部手術 55例

一宮西・専攻医（３年目）が経験した症例数
 自分が望んだだけ、症例数を経験できる教育環境



耳鼻咽喉科専門医研修 （基幹病院：岐阜大学附属病院）

1年目 2年目 3年目 4年目

一宮西

4年間のうち1年間を一宮西で研修
最低1年間は、大学病院で研修を実施

5年目

連携病院A 岐阜大学 連携病院B

専門医取得

一宮西 連携病院A 岐阜大学（社会人大学院）

BASIC コース

大学院コース １～2年のうち1年間を一宮西で研修
３年目以降は、大学病院で研修しながら大学院入学

連携施設：岐阜県医療総合センター連携施設：岐阜県医療総合センター/岐阜市民病院/
大垣市民病院/中濃厚生病院/一宮西病院/東北大学病院/中部国際医療センター/
高山赤十字病院/朝日大学病院/国立がん研究センター東病院/ 国際医療福祉大学
東京ボイスセンター

耳鼻咽喉科・頭頸部外科プログラム



【症例経験基準】

疾患 症例数

難聴・中耳炎 25 例以上

めまい・平衡障害 20 例以上

顔面神経麻痺 5 例以上

アレルギー性鼻炎 10 例以上

副鼻腔炎 10 例以上

外傷、鼻出血 10 例以上

扁桃感染症 10 例以上

嚥下障害 10 例以上

口腔、咽頭腫瘍 10 例以上

喉頭腫瘍 10 例以上

音声・言語障害 10 例以上

呼吸障害 10 例以上

頭頸部良性腫瘍 10 例以上

頭頸部悪性腫瘍 20 例以上

リハビリテーション 10 例以上

緩和医療 5 例以上

手技の経験 症例数 詳細内容

耳科手術 20 例以上 鼓室形成術、人工内耳、アブミ骨手術、顔面神経減荷術

鼻科手術 40 例以上 内視鏡下鼻副鼻腔手術

口腔咽喉頭手術 40 例以上

扁桃摘出術 15 例以上

舌、口腔、咽頭腫瘍摘出術等 5 例以上

喉頭微細手術、嚥下機能改善、誤
嚥防止、音声機能改善手術

20 例以上

頭頸部腫瘍手術 30 例以上

頸部郭清術 10 例以上

頭頸部腫瘍摘出術
（唾液腺、喉頭、頭頚部腫瘤等）

20 例以上

（1）疾患の管理経験：以下の疾患について、外来・入院患者の管理経験を主治医ないし担当医(受け持ち医)として実際に経験し指導医の指導監督を受けます。

（2）基本的手術手技の経験：術者あるいは助手として経験する（（1）との重複は可能）

到達目標

専攻医到達目標（日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会指定）



外来診療 検査 入院診療 手術 学術活動

1年目 耳鼻咽喉科の所見を把握 聴力検査の結果の解釈 急性めまいへの対応 耳科領域：鼓膜切開術・鼓膜チューブ留置術 年に２回の学会発表

耳鼻咽喉頭の簡単な処置 眼振検査と解釈 急性難聴の治療決定 鼻科領域：鼻中隔矯正術・内視鏡下鼻腔手術

代表的な耳鼻咽喉科疾患の鑑別 耳科・鼻科領域の画像診断 急性感染症の治療決定 口腔咽頭：口蓋扁桃摘出術・アデノイド切除

一般的な耳鼻咽喉科疾患の投薬治療 内視鏡検査の実施 気道緊急への対応決定 音声・喉頭：器具を用いて視野の展開

簡単な耳鼻咽喉科救急への初期対応 超音波検査の実施 周術期の管理を学ぶ 頭頸部外科：助手を務めることができる

嚥下機能検査（指導下） 化学療法の管理を学ぶ

２年目 耳鼻咽喉科全般の処置 平衡機能検査の実施と解釈 耳科領域：鼓膜形成術・鼓室形成術の助手 年に２回の学会発表

代表的な耳鼻咽喉科疾患の治療方針決定 耳鼻咽喉科領域全般の画像診断 鼻科領域：内視鏡下副鼻腔手術の一部の操作 １編の論文作成

穿刺吸引細胞診検査 口腔咽頭：簡単な口腔咽頭手術

簡単な生検術（喉頭を含め）の実施 喉頭： 喉頭微細手術の一部の操作

頭頸部外科：皮弁作成、良性腫瘍の一部の操作

気管切開術

３年目 嚥下機能検査の実施と治療方針決定
耳科領域：鼓膜形成術実施、鼓室形成術の一部

の操作
年に２回の学会発表

生検術（リンパ節摘出含め） 鼻科領域：内視鏡下副鼻腔手術 １編の論文作成

喉頭：喉頭微細手術

頭頸部外科：耳下腺腫瘍・甲状腺腫瘍摘出

悪性腫瘍手術の一部の操作

４年目 耳科領域：鼓室形成術、顔面神経減荷術の一部 年に２回の学会発表

鼻科手術；内視鏡下拡大手術 １編の論文作成

頭頸部外科：頸部郭清術

到達目標

専攻医の年次目標（一宮西病院）



 耳鼻咽喉科医としてのキャリアパス

耳鼻咽喉科医としてのキャリアパス

３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目

耳鼻咽喉科専攻医研修

一宮西＋岐阜大（社会人大学院）

８年目 ９年目 10年目

卒後年数

耳鼻咽喉科
専門医取得

一宮西＋岐阜大学
（専門医研修（耳科・鼻科・頭頸部外科）

学位取得

各種手術指導医
専門医

キャリアパス



専門医取得以降の資格一覧

資格名 備考

日本頭頸部外科学会頭頸部がん専門医
・指定研修施設で2年
・頭頸部癌症例100例
・頸部郭清術（執刀20例/助手20例）
・頭頚部外科論文執筆

日本耳科学会認定医耳科手術指導医

・指定研修施設3年以上
・鼓室形成術60件/乳突削開術30件以上/その他耳手術5件
（5年間での経験症例）

・耳科論文執筆

日本鼻科学会認定鼻科手術指導医
・鼻科手術400件
・内視鏡200件以上（2年間）
・鼻科論文執筆

日本めまい平衡医学会認定専門医
・神経耳科学会発表
・神経耳科研究論文

施設基準あり
（岐阜大学研修）

資格一覧



頭頸部がん専門医取得に必要症例数

頭頸部癌症例 5～10例以上 /年

頸部郭清術 執刀2例，助手2例 /年

日本耳科学会認定耳科手術指導医に必要症例数

鼓室形成術 5件以上 /年

乳突削開術 3件以上 /年

日本鼻科学会認定鼻科手術指導医に必要症例数

鼻科手術 60件以上 /年

内視鏡下手術 40件以上 /年

専門医取得後10年目までの経験症例到達目標（一宮西病院にて）

頭頸部がん専門医・耳科手術指導医・鼻科手術指導医取得を当院で目指す場合の到達目標
※専門医取得に足りない症例は教育施設にて研修

到達目標



耳鼻咽喉科頭頸部外科はQOLに係る診療科である。
幅広い疾患（内科的・外科的）、幅広い年齢層
（新生児から高齢者まで）を扱い、診断から治療
まで一貫して関わることができる。
手術毎に使用する治療機器が異なり、治療戦略が
変わる診療科である。

・耳鼻咽喉科全領域に対応可能な医師
・優れた手術力をもつ医師
・耳鼻咽喉科領域の機能に精通した医師
・向上心をもつ医師
・学術的探究心をもつ医師
・患者さまのQOLに寄り添える医師
・患者さまや医療スタッフに尊敬される医師
・人間力のある医師
耳鼻咽喉科頭頸部外科医としてすぐれた医師を
育成します。

診療科部長からのメッセージ

耳鼻咽喉科・頭頸部外科 部長／水田 啓介



13

 豊富な症例経験
手術件数が多く、また外来・病棟管理でも専門医取得に必要な症例を幅広く網羅

し経験することができます。

 上級医の手厚い指導
高い技術をもった上級医から指導を受けることができます。週1回のカンファレ

ンスでは入院患者さんや今後の手術患者さんの検討などを行います。どの先生も

優しく、分からないことを相談しやすい雰囲気です。手術中は熱心かつ丁寧に

教育していただき、とても働きやすい環境です。

 耳鼻咽喉科医としての自覚
専攻医から執刀する機会が多いです。細かくフィードバックを受けられ、日々学

び、成長できる環境だと思います。手術を任される範囲が増えた時は嬉しく、

やりがいや責任感を感じられます。

一宮西病院耳鼻咽喉科・頭頸部外科秋田 紗希

先輩からのメッセージ

先輩のメッセージ



時間帯 月 火 水 木 金

早朝
8：00～
9：00

担当患者回診 担当患者回診
ｶﾝﾌｧﾚﾝｽ

担当患者回診
担当患者回診 担当患者回診

午前
9：00～
12：00

手術 外来 手術 外来 手術

午後
13：00～
17：00

手術
検査 外

来小手術
手術

検査
外来小手術

手術

耳鼻咽喉科・頭頸部外科1週間スケジュール

週間スケジュール


